
汐見台小学校区青少年育成推進協議会会長　中東　恵子

日頃より皆様にはご協力いただきありがとうございます。汐見台小学校区青少年育成推進協議会(以下汐見台
小区推進協)もおかげ様で3年目をむかえることができました。推進協は19の小学校区に設置され「青少年の
健やかな成長を願い活動する団体」です。これからもご支援よろしくお願いいたします。

今年度の活動の-部を紹介いたします。
「ぁいさつ見守り隊」の活動は登校時に緑が浜交差点、常盤町交差点その他危険とおもわれる交差点に立ち

児童・生徒に“おはようございます。いってらっしゃい’’と声かけしながら-日安全に過ごせますようにとの

願いをこめて見守りをおこなっています。隊員には、学区の自治会長さん、自治会の方、P丁Aの方、推進脇役
貝合わせて22名の方々が登録してくださり、雨の目も風の日もご都合のつく日に協力いただいております。あ
りがとうございます。
また、第1回目の「なぎさの子☆村まつり」は9月28日に汐見台小学校を会場に開催し、多くの皆様の協力

のもと無事終了することができました。昨年、-昨年は緑が浜小区推進協と合同で8月に「みどりの子・なぎ
さの子夏まつり」を行ってきましたが、3年目にして汐見台小区推進協独自のまつりを実施しました。これに
は各団体。学校の代表・推進協役員あわせて19名による実行委貴会を立ち上げ、平松実行委貝長を中心に6
月より会議を重ね計画を練りました。このまつりのコンセプトは、子ども中心のまつりにしたいとの考えのも
と、企画の段階より小“中学生に加わってもらい、子ども達の意見をより多く取り入れたものにするため企画、

前準備、ポスター作成の手伝いから当日の運営と出来るかぎり子ども達を主役にするように計画いたしました。
まつり当日は、各村の村長さんを中心に小〃中学生62名、先生・保護者・地域の皆棲、推進脇役貝あわせて
170名の方がスタッフとしてお手伝いいただき、まつりを盛り上げてくださいました。参加者も予測をはるか

に上回り500名近い方が笑顔と声援を送ってくださいました。ありがとうございました。
このまつりをとおして考えさせられたことは、多くの皆様(学校・家庭・地域)に支えられ子どもの健やかな

成長を見守るという、まさに推進協の活動理念に添ったものになったと思われます。
まだまだ未熟な汐見台小区推進協ですがこれからもお力添えよろしくお願いいたします。



抜書きの子☆村まつ書l・子とも大会開催(軸Z事.9.Z8)

汐見台I掴ま始まって丸2年、今まで緑が浜中と-緒にやっていた夏まつりを今年は汐見台小単独でやってみよう、こ
れが決まったのが6月頃でした。はじめてのお祭りなのだから、今までの夏祭りとは一味違ったものにしたいね、皆
がこういう気持ちになっていました。大人が用意して与えて、子どもが受け取る、こういうかたちから少し離れて、

子どもが何か大きな役割を果たせる、それを子ども自身が楽しめる、おおげさに言えば与える喜びをほんの少しでも
いいから子どもが味わえる、自分の力を試してみる、『子どもの子どもによる子どものためのまつり』そんな子どもま
つりをやってみたい、我々大人はそういう気持ちになっていました。小さな町や村を作って、そこでいろいろな役割

を果たしてみたら、そうだこの線ならやれそうだ、これが「なきさの子☆村まつり」のスタートでした。それからは
各村長さんはじめ多くの方が『子どもと大人が混じって作り楽しむまつり』の括神で積極的に取り組んでくださいま
した。終わってからの子どもの感想①中学生や地域の大人と一緒にできたことが楽しかった②次はもっと子どもにま
かせて欲しい③1〇〇円で5個食べられるのがスゴクよかった、などは、はじめの狙いが外れていなかったことがわ
かってうれしかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪なきさの子☆村まつり実行委員長　平松民平≫

スタγ7村

スタッフ村は5つの村全体の村役場として、おま
つりを盛り上げる為に様々な準備をしました。事

前には小学生が中心となって「各村の案内板」、「ご
み分別の標示板」などを色紙の切り絵で作成し、大
人は「各村のスタッフ名簿」、「2種類のなきさ券」、
「まかない券」、「各種案内板」等の作成をしまし

た。当日は朝早くから役場用テントやステージの

組立、音響設備の調整など会場の整備を行いまし
た。おまつりが始まってからは、お母さん方がな

きさ券の販売係、小学生が各村の案内係、中学生が

大人の人と-緒に自転車の整理係とごみの分別な
ど環境整備係、ステージの音響係と皆さんがそれぞ
れ自分の仕事に責任を持って行動したおかげでお
まつりは大成功となりました。≪村長　牧島達夫≫

ステージ村

たくさんの方がステージを見にきてくださりあり
がとうございました。地域の方々が中心となり先生

方の協力をえて立派な舞台が設営され、本格的な音響
効果のおかげで盛り上がったステージとなりました。

始めは、出演者が少なくて心配していましたが、当
日は、小・中学生のみなさんのエネルギュシュで素敵

なパフォーマンスに見とれてしまいました。　小“中

学生のスタッフも準備段階からプログラム作成“舞台
の飾りつけ、当日は司会進行や道具の出し入れなど、
とてもがんばってくれました。いろいろな方々に支え

られてできたステージ村でした。
≪村長　佐々木睦子≫



高著飯村

『なぎさの子☆村まつり』実行委員として参加できた事本当に感謝いた
します。第1回目の村まつりとしては大成功だったと思います。

食べる村としましては、「からあげ、フランクフルト、ポテト、ポッ
プコーン、パンのチュロス、綿菓子、冷やしきゅうり、ゼリー、ジュー

ス、カレー」と盛りだくさんの種類があり、これをボランティアの人た

ち(子ども達)も含めてみんなで手分けして、すばやく11時に間に合う

ように準備しました。オープンと同時に大勢の人達が来てくれました。
食べる村は、休む暇もないくらい大にぎわいで嬉しい悲鳴でした。ボラ
ンティアの子ども達は、前準備から始まりポスター作り、当日は可愛い
エプロン姿で料理を運ぶなど本当によく手伝ってくれました。「イキイ

キ」「ワクワク」と子ども達が楽しくてしょうがないという顔をしてい

ました。子ども達最高!
先生方はじめボランティアに参加された方々本当にご苦労様でした。

≪村長　前園トシ子≫

つくる村

つくる村では、ペン立て、ハロウィンキャンティレイ、小麦粉風船

人形を作りました。どれも大変人気でたくさんの子ども達が参加して
くれました。それぞれ個性ある作品を作り上げていました。小・中学
生ボランティアのみなさんやお手伝いのお母様と楽しく行うことがで

きました事心より感謝申し上げます。予想を上回る参加者のため数が
足りなくなり、作ることができなかった子ども達には申し訳なく思い
ました。来年を楽しみにしていてください。

≪村長　角田晶子≫

小・中学生スタγ了の懸想

予想を超える子ども達があそぶ村にきてくれて驚き嬉しか
ったです。無我夢中で遊んでいる顔、姿を見て、子ども達の

ためにお手伝い見守りができてよかったとスタッフ一同が心
の中で思いました。
「あそぶ村」の遊びは8種類。中学生の発案で「ストラック

アウト"サッカーシュート・ポーリング“バスケットシュー

ト」、大人の発案で「割りはし鉄砲作り`お手玉"スポーツチ

ャンバラ〃吹き矢」をやりました。「ストラックアウト」では

最高点をだし、「サッカーシュート」では2台のゴールネット
が壊れるほどシュートが強烈でした。「割りはし鉄砲作り」で
は150個作り上げました。子ども達は、初めての遊びに何度
も並んで楽しんでいました。
スタッフ一同(中学生含め)、-生懸命に“`遊び"　をお手伝い

し、見守りをしていただき食事以外休憩がとれませんでした。
時間の割り振りがうまくできず、スタッフのみなさんにはご

迷惑をかけましたが、次回は、小学生にもスタッフとして参
加してもらい、“あそび持を考案して-緒に“あそぴ’を楽し

んでもらいたいです。また、スタッフもおまつりを一緒に楽

しみ見物ができるようにいたしましょう。≪村長　松井教≫

≪小学生スタッフ≫

○大人が全部やるのではなく、子どもにまかせてもらえた
ので楽しかった。次回も子どもにまかせてほしい。

○ステージがあるので楽しかった。中学生のパフォーマン
スはすごい。

0100円のなきさ券でいっぱい食べることができた。

○小学生"中学生・地域の人全員で団結できた。
○来年も中学生になったら手伝いにきたい。

≪中学生スタッフ≫

○ボランティアって大変なんかじゃなくて、地域の人の楽
しいをつくるお仕事なのだ。楽しいなあ。

○良かったことは、地域の方々との交流がたくさん持てた
こと、どうすれば楽しんでもらえるか、遊び方ではなく

考える方の立場になれたこと。今までとはちがって、自
分たちで考えて遊びをつくることができた。

○小学生や小さい子の顔を一人二人見ていたがみんな笑顔

だった。それだけでボランティアに参加してよかった。

○小さい子にごみの分別を教えたらできるようになった。
人の役にたてて良かっだ。



平成25年汐見台小学校区誰進協理事
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事務局 �川上　ユカ � 
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理事 �広瀬　忠夫 �松浪地区体育振興会 

理事 �前田　トシ子 �松浪地区体育振興会 

理葦 �原屋敷　典子 �施設開放委貴会 
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理事 �小松　純- �松浪地区民生児童委員 

理事 �野津手美邦子 �松浪地区民生児童委員 

理事 �井原　三線 �松浪中学校校外委貝 

理事 �植村　由美 �ヽ浪中学校校外委貝 

理事 �大八木　広技 �松浪中学襟校外委員 

理事 �遷座　痛衣子 �松浪中学校校外委貝 

理事 �原田　みどり �松浪中学校校外委員 

理事 �馬場　千絵子 �松浪中学校校外委貝 

理事 �石井　和子 �常盤町自治会子ども部 

聖書 �中川　涼子 �常盤町自治会子ども部 
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駐車 �福谷　秀子 �汐見台小学校教頭 

理事 �松永　忠弘 �汐見台小学校教務・運営 

理事 �久保　裕紀 �汐見台小学校地域担当 

理事 �松本　サツ子 �松波中学校校長 

理事 �安永　英明 �松浪中学校教頭 

埋事 �新居　博志 �松浪中学校生徒指導担当 

理事 �飯探　正秀 �アレセイア湘南高等学校校長 

理事 �山田　信幸 �アレセイア湘南椎進協担当 

理事 �吉見　哲 �サーフサイドセブン茅ケ嶋ファーム絶技喪 
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理事 �前川　知子 �つばさの家 

平成25年度行事予定

4月 �汐見台小学校児童あいさつ見守り隊参加 

総会 

5月 �第1回理事会 

6月 �第1回なぎさの子☆村まつり実行委貴会 

7月 �第2回理事会 

親子つり大会(中止) 

第2回なぎさの子☆村まつり実行委員会 

夜間パトロール(松浪中学校P丁A主催) 

8月 �松浪地区盆踊り大会模擬店参加 

第3回なぎさの子☆村まつり実行委貴会 

9月 �第4回なぎさの子☆村まつり実行委貴会 

なぎさの子☆村まつり・第1園子ども大会開催 

10月 �松浪地区社会福祉ふれあい祭り模擬店参加 

第3回理事会(なぎさの子☆村まつり反省会) 

11月 �松浪中学校地域ふれあいの日講座参加 

1月 �策4回理事会 

2月 �小和田公民館祭り模擬店参加 

3月 �第5回理事会 

第2園子ども大会 

第6号発行12月

第7号発行　3月

第番書目

茅ヶ崎市青少年脅威のつきい
「わ鰹し持ちが発情する鵬縫」

日時:平成26年1月11日(土)

9:30-12;00(開場9:15)

場所:茅ヶ崎市民文化会館大ホール
内容:中学生の実践報告と意見交換
く入場無料〉　どなたでも参加できます。

市内13校の公立中学校の中学生たちが防災を通
して命の大切さや地域について考えました。今年度

は、中学生が防災について実践したことを報告しま

す。松浪中学校生徒会の生徒たちも、この〇年防災
に関して地域で様々な取り組みをしてきました。その

実践報告をいたしますので、地域の皆様ぜひ発表を
見にいらしてください。


